
北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業監視円卓会議（第１０回）開催結果概要

１ 日 時

平成１９年１２月２０日（木）１４：００～１６：４５

２ 場 所

ＰＣＢ処理情報センター（室蘭市御崎町１丁目９番地）

３ 出席者

監視円卓会議委員、登別市、伊達市、日本環境安全事業株式会社

事務局（北海道、室蘭市）

傍聴者：１２名 報道：２社（北海道新聞、室蘭民報）

４ 内 容

（１）第９回監視円卓会議議事録について

（２）北海道事業の進捗状況について

（３）先行事業地視察報告

（４）その他

５ 議事概要

（１）第９回監視円卓会議議事録について

監視円卓会議として承認。

（２）北海道事業の進捗状況について

【説明者：日本環境安全事業(株)（ＪＥＳＣＯ）】

①国内他事業の状況及び北九州事業所における溶剤漏洩について報告（資料２－１－

１、ＪＥＳＣＯ等広報資料）

②国の処理基本計画が平成１９年１０月１８日に変更され、ＪＥＳＣＯの処理事業基

本計画が同１０月２２日に変更認可を受けたこと及びその概要（※北海道の増設事

業を含む）について報告（資料２－１－２、参考資料５）

③平成１９年度の北海道事業の進捗状況について報告（資料２－２－１、参考資料

１）

④施設の試運転について、中間報告及び今後の予定、監視円卓会議等における指摘事

項とその対応状況などを報告（資料２－２－２、参考資料２、参考資料３、質疑応

答）

⑤緊急時対応マニュアル（案）について、考え方及び内容を説明（資料２－２－３）

⑥ＰＣＢ分解処理確認方法及び卒業判定方法（案）について、考え方及び内容を説明

（資料２－２－４）

⑦運転操作手順書、維持管理手順書の整備状況について報告（資料２－２－５、参考

資料４－１、４－２、４－３）

⑧ＰＣＢ廃棄物処理施設から排出する廃棄物の種類や処理方法について説明（資料２

－２－６）

⑨運転モニタリング計画について、考え方やシステムの概要を説明（資料２－２－７、

参考資料４－４、４－５）

⑩処理情報センターについて、ＰＲチラシ、視察・見学の受入実績、「土曜見学デ

イ」の実施について報告（資料２－２－８、参考資料６）

《主な質疑応答》

Ｑ．（委員）

非ＰＣＢ負荷試運転に際し、トリクロロベンゼン等のＰＣＢと構造が類似した薬

品を使用しないで行っているが、適当といえるのか。

Ａ．（ＪＥＳＣＯ）

現段階で実施している試運転の目的は、全ての設備が健全に機能することの確認

であるため、トリクロロベンゼン等を使う必要は特にない。



また、液処理工程では、絶縁油中のトリクロロベンゼンを分離してから脱塩素化

反応をさせることとしているとともに、ＰＣＢの反応については他事業所での実地

操業実績もあるので、トリクロロベンゼン等を使って試転を行う必要はない。

Ｑ．（委員）

ＰＣＢ廃棄物負荷試運転（平成２０年１月開始予定）で使用するＰＣＢの量や濃

度の設定はどのようなものか。

Ａ．（ＪＥＳＣＯ）

１バッチの量及び濃度は実作業と同程度。

ただし、ＰＣＢを供給する速度は実作業よりゆっくりとし、反応状態を確認しな

がら性能確認試験を行い、異常時には供給を停止する。

Ｑ．（委員）

事故やトラブルが発生した場合における市民や近隣事業所への周知及び行政への

報告について、事象をレベル分けして、そのタイミングや方法を整理する必要があ

る。

Ａ．（ＪＥＳＣＯ）

通報のありかたについては、現在行政側と詳細を詰めているので、今後お示しす

る。

Ａ．（室蘭市）

今後、様々な事例を想定し、防災関係と協議のうえ決めていく。

Ｑ．（委員）

廃棄物処理について、責任の所在と処理方法を明らかにしてほしい。

Ａ．（ＪＥＳＣＯ）

ＪＥＳＣＯは廃棄物の処理について、廃棄物処理法を遵守し排出者責任を果たす

ものであり、今後、廃棄物の種類に応じて所要の許可を有する業者を入札により決

定し、処理を委託する。

また、処理状況はマニフェストにより把握する。

Ｑ．（委員）

オンラインモニタリングについて、測定の間隔が１時間３０分程度とならざるを

得ないとのことだが、その間に漏洩する可能性はないか。

Ａ．（ＪＥＳＣＯ）

豊田や東京での事故をふまえ、オンラインモニタリングのサンプリングは、最終

の排気出口の前にセーフティネット活性炭の前で行うことしており、そこで高い測

定値が出ても、排気等はその活性炭を通って施設外に排 出されるので、排出基準

の０．１０㎎/Ｎm３は超えないと考える。

（３）先行事業地視察報告

大阪事業の視察結果について、事務局及び視察に参加した委員から報告（資料３）

《主な報告内容》

（太田委員）

・ プラント装置の運転について、従事者のレベル確保のために、先行事業所の現場

作業従事者からアドバイスを得ることも必要と考える。

・ 先行事業の経験を参考にするなど、エマージェンシー対策に力を入れることが良

いと考える。

（西畑委員）

・ 大阪では、事業所内に収集運搬車輌の待機場所を設置していたので、北海道でも



同様にすることが、事故防止や作業効率アップにもつながると感じる。

・ トラブルや事故などについて、一見ヒューマンエラーに見える場合であっても設

備に起因する事例もあるので、他事業所の事案を活かしていただきたい。

（４）その他

【説明者：事務局】

①平成１９年度環境モニタリング測定結果について、直近までの状況を報告（資料

４）

②平成１９年度北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業実施計画について、処理開始時期の遅れ

に伴い内容を改正したことを報告（資料５）

６ その他

次回監視円卓会議は３月を予定。


